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　研究ノート
新たな資料編成・記述方法の導入を目指して	

第２部：シリーズ・システムにおける「function」概念の整理

千代田　裕　子

１　はじめに

本稿第１部で森本祥子が示しているとおり、東京大学文書館（以下、当館とよぶ）では現在、
シリーズ・システムの導入に向けてオーストラリア国立公文書館（以下、NAA とよぶ）が公
開している「The Commonwealth Record Series (CRS) Manual」１（以下、CRS マニュアル
とよぶ）の読解を進めている。CRS マニュアルは、連邦記録に関する記述情報を作成する際
に NAA の職員が参照する一連の手順書であり、シリーズ・システムを用いた資料編成の基
本マニュアルといえる。

1960 年代初頭からオーストラリアで用いられてきたアーカイブ管理システムである「The 
Commonwealth Record Series (CRS) System」（以下、CRS システムとよぶ）では、記録の出所・
作成者情報を記述する「コンテクスト要素（organisation / agencies / persons）」と、記録そ
のものの情報を記述する「レコード要素（series / items）」の２つを分離し、それぞれの記述
要素をリンクさせることで記録が作成された背景を表現するという特徴をもつ。コンテクス
ト要素の記述項目には、組織歴や根拠法令、所在地などに並んで、「function（機能）」という
項目が設けられている。当館で CRS マニュアルの読解を行う際に、職員間でも「function（機
能）」の用語解釈がわかれ、さらに日本語訳として使われている「機能」という用語は「function」
の概念を適切に表現できているのだろうかという疑問を抱いた。そこで、本稿においては

「function ＝機能」という観念から離れるため、以降「function」に統一して表記する。
CRS システムに話をもどすと、組織改編が行われても、function は後継機関へ受け継がれ

るため、組織同士あるいは組織と記録の関連性を明らかにする上で設定が必要な項目である。
しかし、組織歴や根拠法令など具体的な項目と異なり、function はどのような定義をもって
記述を行えばよいのだろうか。シリーズ・システムの導入にむけて、function 概念の理解と
定義が必須と感じたため、筆者は客観的な function の定義設定を目標に据え、その概念整理
に着手した。

本稿では、まず先行研究による function 概念を振り返り、シリーズ・システムの考案者で
あるピーター・スコットによる function 記述について触れ、最後に CRS システムを用いた
function 検索の事例を紹介する。

２　「function」とはなにか―先行研究の整理

シェレンバーグは「function」という用語を「その機関が設立された広範な目的を達成する
ため、機関に与えられた責務」と定義し、「通常こうした function は、組織を設立する法律ま
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たは指令により定義される」としている２。ここで定義された function は、当該機関の上位組
織に与えられた「ミッション」（使命）が包含されており、高次的で広範な印象をうける。次
に紹介する、Library and Archives Canada（以下、カナダ国立図書館・文書館という３）に
よる用語の整理はシェレンバーグの定義よりも細分化している４。

１．	�function とは、法律、政策または権限によって、組織のアカウンタビリティ・アジェ
ンダに割り当てられた高次の目的、責任、任務または事業。

２．	�function とは、一般的には、政策立案や計画、（および / または）物資・役務の提供に
おける管理上、運用上の役割。

３．	�function とは、所定の順序に従って実施された場合、提供を委任された物資や役務に
ついて期待される結果を生み出すことになる一連の活動（大まかに言えば、ビジネス
プロセス）。

シェレンバーグの定義する function に対して、カナダ国立図書館・文書館で使用されてい
る function という用語は「任務」「役割」「活動」など、与えられたミッションを達成するた
めのプロセスや活動までカバーしている。シェレンバーグの定義を、たとえば“戦略”のよ
うに広範なものと仮定するならば、こちらは目的達成に向けたより具体的な方法―“戦術”
レベルまでカバーしているように感じる。

一方で、フィオレラ・フォスカリーニによる「function という用語がアーカイブズや記録
管理の文献で広く使用されているにもかかわらず、組織の function や構造を分析するための
標準化された方法論が存在しないようである」といった指摘もみられる５。

以上のように「function」の概念はそもそも抽象的であるうえに、日本では「機能」という
訳語があてられているため、その理解はより困難になっている。実務者（文書作成者）を含
む利用者にもわかりやすく、アーキビストも記述の際に迷わずにすむ function の定義設定の
ためにもより一層の事例研究が必要であると考える。

なお、組織体系をとらない個人文書の編成における「機能」について、加藤聖文は「機能
＝社会的役割および個人的行為とおきかえて、それらをシリーズとすれば、文書群全体の階
層性を反映した編成はそれほど困難なことにはならない」としていることを付しておく６。

３　シリーズ・システムのコンテクスト記述概要と function 記述の事例

３．１　シリーズ・システムにおけるコンテクスト記述の概要

ここで、一般的なシリーズ・システムにおける記録のコンテクスト情報の記述要素とそれ
らの関連性を改めてみていきたい。オーストラリアの総合的なアーカイブズ管理について記
されたマニュアル『Keeping Archives』（第３版）より紹介する。

図１にあるとおり、シリーズ・システムにおいては文書作成者であるエージェンシー（機関、
組織、家族、個人）および function（function、活動）というコンテクスト記述と、コンテン
ツ （レコード・シリーズ、アイテム、ドキュメント）の記述を個々に独立したものとして作
成し、必要に応じて両者をリンクさせる。このリンク（関連性）を保つことで、エージェン 
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シーに統廃合などの変更がおきたとしても記録の秩序を維持できる。すなわち流動性の高い
組織のアーカイブズ管理にも対応可能という利点が、シリーズ・システムの特徴である。

３．２　ピーター・スコットによる function 記述の事例

次に、シリーズ・システムの考案者であるピーター・スコットが「function」の概念をどの
ように考えていたのか、彼の論文を基に整理していく７。スコットは、オーストラリア連邦政
府の行政改革のテンポの速さと行政の変更（行政機関の新設・廃止、機関間の所管事項の移
転など）が政府部門の記録に与える影響について分析し、変化が恒常的な環境において対応
可能なアーカイブズ管理の手法として、シリーズ・システムを考案した。

スコットは「アーカイブズに含まれるエビデンスと情報を完全かつ適切に理解するために
は、アーカイブズとアーカイブズ本来の歴史的コンテクストとの関連性を維持することが不
可欠である」と考え８、行政上の変更にシリーズ・シリーズを対応させるため、以下５点の「行
政変更の記録」アプローチを採用して備えた。

１．行政組織歴の収集
２．行政編成令の収集・整理
３．エージェンシー・インベントリ（エージェンシーの変遷一覧）の作成
４．エージェンシー情報の登録
５．エージェンシー分析チャートの作成
この中から筆者は「function」概念の理解のため、３点目の「エージェンシー・インベン

トリ（エージェンシーの変遷一覧）の作成」に注目した。エージェンシーは文書作成者をあ

Record Entities レコード（記録）

Record Series レコード・シリーズ

（Item アイテム）

（Document ドキュメント）

Context Entities コンテクスト記述の要素

Agent Entities 文書作成者

Organisation 機関 Family 家族

Agency 文書作成組織 Person 個人

Function Entities

Function

Activity 活動

出典： J. Bettington, K. Eberhard, R. Loo , C. Smith(2008), Keeping Archives 3rd Edition, Australian Society of Archivists Inc, p.267.

図１．Context entities and their relationship コンテクストの記述要素とそれぞれの関連性
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らわすため、行政階層のどのレベルにあってもかまわない― たとえば、連邦政府の省庁も外
局も、省庁の地域事務所もエージェンシーになりうる。それらのエージェンシーは、前身組
織・後継組織というように通時的に、あるいは「連邦首相府は、首相によって所管されてお
り、連邦公文書館を所管する」というように構造的にも互いに関連している９。こうした関連
性を整理し一覧化したものがエージェンシー・インベントリであり、スコットは、特にリファ
レンスのニーズを満たすものとして、連邦政府の特定の function に従って整理したエージェ
ンシーのリストを作成することが重要だとしている 10。function に従って整理するとは、あ
る省庁に関連しているすべてのエージェンシーをリストアップし、ある省庁から別の省庁へ
の function の移転や、省庁の廃止を含む行政上の変更があった場合、継続するエージェンシー
が別の省庁へ移転することを記録していくことをいう。

ここでは具体例として、「移民」function で整理されたエージェンシー・インベントリを
以下に挙げる 11（表中の※印および下線は筆者が挿入）。表中の※印と下線で示した部分が
function である。なお、表中の「CA7」などのコードは「Commonwealth Agency」（連邦 
エージェンシー）として登録されていることを示す。

表１．	Inventory of Agencies-Immigration Function
	 エージェンシーの変遷一覧　—　「移民」function

A．Departments of State　連邦政府組織 
　　（Immigration Restriction　※ 移民制限 ）
　1901-1916	：	 CA 7, Department of External Affairs 外務省
　1916-1928	：	 CA 15, Department of Home and Territories 内務・自治領省
　　（Assisted Immigration　※ 移民支援 ）
　1920-1925	：	 CA 12, Prime Minister's Department　首相府
　1925-1927	：	 CA 20, Department of Markets and Migration　市場・移住省
　1930-1932	：	 CA 26, Department of Transport （I）  運輸省 （I）
　（Restricted and Assisted Immigration　※ 移民制限・移民支援 ）
　1932-1939	：	 CA 27, Department of the Interior （I）　 内務省 （I）
　1939-1945	：	 CA 31, Department of the Interior （II）　内務省（II）
　1945-1974	：	 CA 51, Department of Immigration　移民省
　1974-1975	：	 CA 1769, Department of Labor and Immigration　労働・移民省
　1975 +	 ：	� CA 1955, Department of Immigration and Ethnic Affairs　移民・民族問題省
B．Other Agencies with Central Functions　主管するその他のエージェンシー
　　（Assisted Immigration　※ 移民支援 ）
　1921-1925	：	� CA 2583, Commonwealth Immigration Office, Melbourne　メルボルン　連

邦移民事務所
		�  （merged into CA 20, Department of Markets and Transport12, q.v. 市場・運

輸省に吸収）
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ここで、表１にまとめられている時代背景を理解するため、オーストラリアにおける移民
政策の歴史について簡単にふれておく 13。

	 ・19 世紀後半から 20 世紀半ばまで：有色人種移住制限期（白豪主義）
	 ・第二次世界大戦後：	戦後大量移民政策（経済復興及び国防の目的）
		  戦争で難民となった欧州系移民の大量受け入れ
	 ・1970 年代：多文化主義政策；家族移民・技術移民・人道移民の受け入れ
表１の移民 function と移民政策の歴史とを照らし合わしてみよう。まず、A グループの

連邦政府組織では、1901 ～ 1928 年までは外務省および内務・自治領省が「移民制限」の
function を担い有色人種の移住制限をする一方で、1920 ～ 1927 年までは「移民支援」とい
う異なった function を首相府や市場・移住省が担って白人の移住促進を行っていたことがわ
かる。同時期に、B グループでは、「移民支援」の function を担っている。1901 年のオース
トラリア連邦成立後、仮の首都となったメルボルンは順調に発展し、1920 年前後には公共
交通機関の電化が図られ郊外への転住も進展したという 14。1921 ～ 1925 年に連邦移民事務
所がメルボルンにおかれるが、1925 年以降、この function が市場・移住省（Department of 
Markets and Migration）に移ったのは、公共交通機関の発達に伴う郊外の都市開発推進など、
より国家的な権限のもとで政策を実行していたからではないだろうか。

スコットは本表を紹介するにあたり「‘function’ の適切な実務上の定義に到達するにはま
だいくつかの問題がある」と記している 15。移民政策には、まず人口拡大や労働力増加など

　1927-1930	：	� CA 243, Development and Migration Commission 開発・移住委員会
		�  （migration function transferred to CA 26, Department of Transport, q.v. 

Migration function が運輸省に移された）
　1932-1938	：	� CA 970, Works and Services Branch, Victoria　ビクトリア 事業・サービス支局
		�  （maintained central record of assisted passages; succeeded by CA 972, 

Immigration and Passports Office　渡航支援の中央記録の維持 ; 出入国管理
事務所に引き継がれる）

　　（Restricted and Assisted Immigration　※ 移民制限・移民支援 ）
　1974-1975	：	� CA1775, Immigration Group, Department of Labor and Immigration, 

Canberra　キャンベラ労働・移民省移民グループ　
C．Regional Offices (this section has been abbreviated, for reason of space）
　　省庁の地域事務所（スペースの関係でこのセクションは省略されている）
　1901-1946	：	 Collectors, Sub-collectors of Customs　税関長、副税関長
　1938-1945	：	� CA 972, Immigration and Passports Office, Melbourne　メルボルン　移民・

パスポートオフィス
　1945-1974	：	 State branches of Department of Immigration　移民省州支部
　1974-1975	：	� State branches of Immigration Group, Department of Labor and 

Immigration 労働・移民省移民グループ州支部
　1975 +	 ：	� State branches of Department of Immigration and Ethnic Affairs　移民・

民族問題省州支部
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の必要性（目的）があり、そこから「移民受入」という政策（戦略）を決定し、政策実行の
ために教育環境や労働市場環境の整備、住環境の整備、国民との融和など具体的な施策（戦術）
が必要になる。A グループと B グループの function の概念はイコールなのか、一方は非常に
広範でもう一方は限定的なのか、この表だけでは読み取ることはできない。ただ、省庁の地
域事務所である C グループに function が課されていないことから、当時のスコットはシェレ
ンバーク定義にならい、高次で広範な権限をもつ“戦略”レベルを function の概念に設定し
ていたのでないかと推測する。

４　CRS システムによる function 検索事例

続いて、NAA のサイト上で CRM システムによる function の検索をおこなってみよう 16。
Advanced Search（詳細検索）画面に表示される CRS システムの階層構造図にある各記述要
素にカーソルをあてると、その詳細と他の記述要素との関連が表示される。「function」の場
合は、「function とは、政府機関の主要な function や 活動を記述したオーストラリア国立公
文書館のシソーラスからの用語である」という説明文が表示される（図２）。「function」を
選択（クリック）すると、function の検索画面に遷移する。前節３．２の表１で取り上げた

「immigration」を検索してみたところ、置き換え用語として「migration」が表示された（図３）。
かつての「immigration function」は、現在では「migration function」に置き換えられており、

図２．Advanced Search のトップ画面
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説明文に「永住または一時的に入国滞在を希望する人々に対する移民政策の策定と実施。また、
不法入国者や勾留施設の管理も含まれる。多文化主義の推進のために文化交流を活用する」（下
線は筆者）とある 17。

今回、function 名が「immigration」から「migration」へ変更された時期について筆者の
調査が及ばなかったものの、「migration function」の説明文からも従前の「immigration」で
はおさまりきれない多様化した移民政策に対応できる用語として「migration」を採用したこ
とがうかがえる 18。

さ て、 検 索 画 面（ 図 ３） に 戻 ろ う。 こ こ で「migration」 を 選 択 す る と、「migration 
function」を担うエージェンシー一覧ページ（図４）へ遷移する。

図４の丸でかこんだ部分は、表１の A グループに記載されている「CA15 Department of 
Home and Territories」（内務・自治領省）である。CA15の行をクリックすると、エージェンシー
の詳細記述をみることができる（図５）19。

図５の丸で囲んだ部分が登録されている内務・自治領省の function である。「migration 
function」のほかにも市民権、旅券、気象、測量・地図作製など function は多岐にわたる。市民権、
旅券などは migration との関連が浅くないように思われるが、独立した function として分け
て編成している点が興味深い 20。記述項目のひとつであるエージェンシー・ノートをみると、
1916 年 12 月の行政編成令が定めた内務・自治領省の所管事項が記されているが、それらは
function に比べて細分化されている。このことから、省庁等の所管事項がすべて function と
して登録されているわけではないことがわかる。

本項では、具体例をあげて function 記述をみてきたが、編成上の function の概念を理解す
るためには、エージェンシー記述の項目にあるエージェンシー・ノートに記された行政機関
の所管事項、ひいてはエージェンシーに付与された権限と function との比較・分析をすすめ
る必要がある。

図３．Function 検索画面
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５　おわりに

以上のように function とは、目的達成のために策定された「政策」（その策定プロセスを含
む）といった高次レベルの「戦略」を意味する場合もあれば、政策の実施にむけて落とし込
むための「手段・プロセス」といった「戦術」レベルの場合もあり、あるいはさらに実務に
近い活動そのものを意味する場合もあることがわかった。オーストラリアの事例では、戦略
レベルを function の概念に据えている印象をうけたが、理解を深めるためにはさらなる分析
が必要である。

当館がシリーズ・システムを導入し記述の質をより均一化するため、そして日本における
「function」の、より汎用的な定義設定に還元するため、本稿をその足がかりとしたい。

図４．migration function をもつエージェンシー一覧画面

図５．エージェンシー詳細画面
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